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適切な会計制度と十分な会計教育 -会計制度の概略- 
 財務諸表の作成フロー 

○必要な情報を、適時かつ適切に財務会計システムに収集・登録することによって、
財務諸表を作成する。 

 
財務諸表 

年 

次 

業 

務 

（
財
務
諸
表
等
作
成
） 

決 
算 

整 

理 

業 

務 

（
試
算
表
等
作
成
） 

月 

次 

業 

務 

（
試
算
表
等
作
成
） 

従
来
の
会
計
処
理
と
合
わ
せ
て 

仕
訳
情
報
を
登
録 

《日々仕訳情報》 

財務会計システム 
財務会計システム 

財務会計システム 

職員情報システム 
税システム 
国保システム 等 

 従来から連携している職員給与
等の支出情報や税・国保等の収入
情報をもとに作成される仕訳情報 

 支出命令・調定決議時に入力
する仕訳情報 

《決算整理仕訳情報》 

・貸倒引当金の入力 
・固定流動振替 等 
 

起債管理 
システム 《地方債情報》 

・地方債発行額 
・地方債償還額  等 
 

公有財産台帳 
管理システム 

《資産情報》 

・公有財産情報 
・減価償却情報  等 
 

職員情報システム 
教職員情報システム 

《人件費情報》 

・補職別職員数 
・平均給与額 
・超過勤務時間数 等 
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適切な会計制度と十分な会計教育 -ヒトづくり- 
 階層と目的に応じた研修プログラムの実行 

○十分な会計教育を行うため、職員の階層およびそれぞれの育成目標に応じて設計さ
れた研修プログラムを実施。 

行政職員等 課長級公会計ｼｽﾃﾑ操作者 推進者 総括推進者

主な育成目標 ● 新公会計制度改革に使命感を持って取り組む

知
識
習
得

問
題
発
見

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

意
識
改
革

主な育成目標

 財務情報の適切な説明

 財務情報を用いた意思決定

区長・局部長級

主な育成目標

 非財務情報を含めた事業評価

主な育成目標

 高度な会計知識

主な育成目標 ● 会計リテラシーの醸成

主な育成目標 ● 新公会計制度の理解

主な育成目標 ● 簿記の基礎知識

主な育成目標 ● 財務情報を用いた課題分析

対象者別の各視点の研修目標を達成

●正確な財務諸表を作成
●財務分析・業務改善・組織マネジメントを行う人材を育成

会計情報に基づく業績評価・意思決定

会計情報に基づく業績評価や意思決定が可能な人材を育成 
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適切な会計制度と十分な会計教育 -ヒトづくり- 
 研修スケジュールの全体像 

○制度導入の段階に添って設定されたスケジュールに従い、各研修プログラムを実施。 

平成24年度 
・導入検討 

平成25年度  
 ・ルール策定  
 ・システム導入  

 
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

平成26年度  
  ・データ整備  
  ・システム試行  
  

 

平成27年度  
  ・本格運用 

平成28年度  
 ・平成27年度  
   財務諸表作成  

 
研修目標 研修プログラム 

✔ 会計リテラシーの醸成 

 
意
識
改
革 

知
識
習
得 

問
題 

発
見 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

✔ 新公会計制度改革に 
使命感を持って取り組む 

 
✔ 新公会計制度の理解   
✔ 公会計簿記・財務会計    
    の基礎知識の習得  

 
✔ 新公会計制度に関する  
  高度な知識の習得 

✔ 財務情報等を用いた  
  課題分析･解決手法の    
  習得 

 
✔ 非財務情報を含めた  
  事業評価手法の習得  

 
✔ 財務情報の説明、意思  
     決定手法の習得 
  

 

■発生主義会計基礎研修 

 
■トップメッセージ 

■新公会計制度研修 
■公会計簿記基礎研修 
■e－ラーニング 
■新公会計制度実務研修  

 
■財務会計応用研修  

■財務分析・課題解決研修    

■事業評価研修  

■戦略的マネジメント研修 
■行政経営 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ研修 

財
務
諸
表
作
成 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 


